








Dynamic Statistics of the Orthodontic Patients 
during the First Five Years in the Department of 
Orthodontics, Matsumoto Dental College Hospital
-Part l from 1972 to 1976-
KOHEI MAEDA NOBUO OTA YASUMOTO INUKAI













































































長　野　市 13 全　　　域 3
そ　の　他 6 （南信）
計 19 岡　谷　市 9
（中信） 諏訪市（郡） 12
塩　尻　市 79 駒ケ根市 7
松　本　市 115 茅　野　市 12
大　町　市 4 伊　那　市 7
北安曇郡 1 上伊那郡 25
南安曇郡 17 そ　の　他 15
東筑摩郡 13 計 87
木　曽　郡 21































S．47 S．48 S．49 S．50 S．51 計
1月 ★ 2 8 10 11 31
2月 ★ 3 5 7 9 24
3月 ★ 12 6 6 19 43
4月 ★ 3 4 0 5 12
5月 ★ 3 8 10 8 29
6月 ★ 1 8 23 13 45
7月 ★ 3 1 9 7 20
8月 1 3 12 13 17 46
9月 4 3 3 7 13 30
10月 8 8 5 9 9 39
11月 6 1 7 7 7 28
12月 2 1 1 2 13 19






















































上顎前突 下顎前突 両顎前突 前歯叢生
犬歯低位
O側転位

























































































































上　顎　前　突 23．0 13．2 15．7 21．8 8．1
下　顎　前　突 33．6 40．5 39．2 43．1 53．8
両　顎　前　突 4．6 0．4 1．4 2．6 1．4
前　歯　叢　生 10．9 14．9 24．9 22．0 9．0
犬　歯　低　位
O　側　転　位
4．4 2．5 ★ ★ 3．3
開　　　　　咬 6．0 2．3 2．5 1．4 3．3
交　叉　咬　合 2．2 0．8 ★ ★ 1．0
過　蓋　咬　合 3．3 0．6 ★ 2．0 2．4
空　隙　歯　列 1．6 0．2 ★ 3．1 0．5
正　中　離　開 ★ 3．1 0．9 ★ 8．1
切　端　咬　合 ★ 0．9 ★ ★ L9
唇顎ロ蓋裂 4．1 0．8 7．6 ★ ★




上顎前突 下顎前突 両顎前突 前歯叢生
犬歯低位
O側転位
開　咬 交叉咬合 過蓋咬合 空隙歯列 唇顎口蓋裂 その他 計
～5 1 1 2
6～8 6 26 5 5 2 1 2 1 7 55
9～11 18 9 1 9 3 2 2 3 3 50
12～14 5 6 2 1 1 1 1 1 3 1 22
15～ 2 6 3 1 1 2 2 17




上顎前突 下顎前突 両顎前突 前歯叢生
犬歯低位
O側転位
開　咬 交叉咬合 過蓋咬合 空隙歯列 唇顎口蓋裂 その他 計
～5 2 5 1 8
6～8 10 34 3 5 2 5 2 1 3 5 70
9～11 24 21 2 15 5 1 3 2 2 1 2 78
12～14 8 8 1 2 5 1 2 1 28
15～ 9 7 1 4 2 5 1 2 2 1 2 36
計 53 75 6 25 11 17 5 8 5 5 10 220
単位：人
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図3：不正咬合の年齢別分布（男子）
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図4：不正咬合の年齢別分布（女子）
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160 前田他：矯正科開設後15年間の来院患者一その1
いで下顎前突と前歯叢生が18．0％と一致した値で
あり，中学生以上では下顎前突を呈して来院する
患者が比較的高い割合を示した．女子においても
6～8歳では下顎前突が48．6％，9～11歳では上
顎前突が30．8％，下顎前突26．9％，前歯叢生19．2％
となりほぼ男子に類似した傾向がみられたが，中
学生の時期では下顎前突と上顎前突が同数を示
し，それ以上では上顎前突の方が高率となっている．
　また，下顎前突，その他などは男女とも小学校
低学年の6～8歳がピークであり上顎前突，前歯
叢生，犬歯低位唇側転位などでは小学校高学年の
9～11歳で最も多くなっていた．
考 察
1．地域別分布について
　当大学まで地理的に直線距離の短い，また交通
状況の有利な地域に住居する患者が大多数を占め
ており，他の多くの報告1”’S）　veみられるように，来
院に関して深く関与するものは，通院に要する時
間ではないかと考えられる．
　長野県の東信地区は，直線距離60km以内にほ
ぼ全域が含まれ，また都市化の進んだ地域も幾つ
かみられるが，来院患者数は3人と著しく少な
かった．これは，この地区から塩尻市までの鉄道
路線，道路状況などの交通事情は大変不便であり，
直線距離では近い割に他遠方地域よりも比較的通
院に長時間を要するためと思われる．
2．年度別・月別来院患者数について
　年度別の来院患者数は調査期間中増加の一途を
たどっているが，長期間調査した他大学1・2・4・5）の報
告から推察すると，いずれは当科への来院患者も
ある程度の一定数を維持するかあるいは減少傾向
を示すであろうと思われる．
　月別平均来院数は6月に最も多く，次いで3月，
8月，10月の順になっており，これら4ヵ月間に
患者総数のほぼ半数近くが含まれている．
　ここ長野県下においては，他県と比較してやや
短期間の冬期・春期・夏期休暇のほかに1月～2
月，6月，10月に学校の中間休みがある．また，
例年5月には学校歯科検診が行われており，この
機会に不正咬合が指摘されることも多い．’これら
のことを含め，当科では6月に来院患者が多い傾
向を示すものと考えられ，他大学病院の資料2・5・6）
と比べてみると特徴ある地域性が反映していると
思われる．
3．不正咬合の種類別・年齢別分布について
　下顎前突は，形態的にその不正状態を判別し易
く他のものと比べ心理的な影響を持ち，患者本人，
家族とも治療希望が強いことなどから，最も多い
来院数になったのではないかと思われる．上顎前
突において宮原ら4），藤田ら7｝の報告と同様にその
割合が高率を示すのは，地方でありながら大都市
に類似した地域性を持っているものと考えられる．
　女子では，その審美性における配慮から矯正治
療の要望も多いと予想されるが，当大学における
男女比をみると男：女二1：1．5と野田ら2），三羽
ら8）の報告と同一の値を示し，他の福原ら9》，岸本
ら1°），内田ら11），宮原ら4），藤田ら7），住谷ら6），伊
東ら5）の多くの報告にみられる男：女＝1：2よ
りも男子の占める割合が高かった．これは，この
地域における男子患者への矯正治療に対する認識
の相違が推察される．
　年齢別分布をみると，患者年齢5歳以下では来
院総数の3％にも満たず6～11歳の学童期には著
しい増加を示している．これは宮原ら4｝が不正咬
合の認識される時期は混合歯列期に一番多いと述
べているように，乳歯列から永久歯列に交換して
いく過程において，永久歯という認識がきっかけ
となりその咬合状態に強い関心が向けられている
のではないかと思われる．12歳以降で減少を示し
ているのは学業，進学に関する問題あるいはそれ
以後の社会的，経済的活動の要求から，来院が敬
遠される場合が多いと考えられる．
　また，女子において15歳以降再び増加現象がみ
られるのは，成人としての審美性に対する強い自
発的関心の現れといえよう．
　下顎前突は6～8歳，上顎前突および前歯叢生，
犬歯低位唇側転位は9～11歳で男女とも最も高率
を示しているが，これは須佐美ら12）の石川県内灘
町の学童における不正咬合の発現状況と一致して
いる．
　下顎前突ではその形態的特徴により比較的早期
に来院する傾向があり，一方上顎前突は，須佐美
ら13・14）による不正咬合の発現頻度の報告をみて
も，その発現率が6～8歳から9～11歳にかけて
著しく増大し，他の不正咬合に比べ発現年齢の
ピークがやや遅れるため，この時期に最も多い来
院患者数を示したものと思われる．
松本歯学　14（2）1988
　前歯叢生，犬歯低位唇側転位においても，この
時期に側方歯群が交換しはじめることから永久歯
と顎骨の大きさの不調和の発現がきっかけとなっ
て来院数が増大するのではないかと考えられる．
結 論
　昭和47年7月に松本歯科大学病院矯正科が開設
されて以来，ほぼ15年が経過した．
　今回はまず第一報として，開院から約5年間の
来院患者の実態調査を行い，次の結果を得た．
　1．昭和47年8月～51年12月までの4年5か月
間の当科受診患者総数は366名で男子146名，女子
220名，男女比1：1．5を示した．
　2．地域別分布では，当科までの地理的条件の
有利な地域からの患者が多かった．
　3．年度別来院数は経一年ごとに漸次増加傾向
を認め，最終調査年度である昭和51年は131名と総
数の35．8％を示した．
　4，月別平均来院数では，長野県特有の学校休
暇のある6月，10月にも多くみられた．
　5，不正咬合の種類をみると，下顎前突が最も
多く，上顎前突，前歯叢生，その他，開咬の順と
なっていた．
　6．男女とも来院患者数が5歳以下では極端に
少なく，小学校低学年の6～8歳において急激な
増加を示しており，学童期に属する6～11歳では
来院患者数のほぼ7割を占めていた．
　7．女子においては，15歳以上，通常“Adu】t”
として扱う年齢で再び増加する傾向がみられた．
　8．下顎前突，その他などは男女とも小学校低
学年の6～8歳がピークであり上顎前突，前歯叢
生，犬歯低位唇側転位などでは小学校高学年の9
～11歳で最も多くなっていた．
　稿を終わるに臨み，終始御指導を賜った出口敏雄教
授に心から感謝の意を表します．
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